
切木小学校 学校便り                                令和３年 6 月 18 日発行 
 
 
 
 
 
 
学校目標 「自ら気づき 考え 実行する」子どもの育成 

◇ 唐津市教育の日の参観ありがとうございました！！ 

 6 月 13 日（日）は「唐津市教育の日」でした。足元の悪い中、70 名

の保護者の方が参加してくださいました。昨年に引き続き、今年度もコ

ロナウイルス感染防止のために、地域の方には参加を呼びかけずに、2 時

間目を授業公開とする限定的な授業参観になりました。子どもたちは少

し緊張した様子で、真剣に学習に取り組む姿がみられました。   

今回の授業参観では、県が推進している「ふれあい道徳」を実施した学

年もありました。道徳の授業を保護者の方や地域の方に参観してもらい、

地域が一体となって「豊かな心」を育もうとする取り組みです。 

 3・4 時間目、子どもたちは平和映画の「かんからさんしん」を鑑賞し

ました。1945 年、太平洋戦争末期、沖縄は米国の猛爆撃を受け、多くの

沖縄の人たちが命をおとしました。なおも、洞窟には十数万の人々が残

されていました。本来は人々を守ってくれるはずの日本兵たちは、食料

を独占し、人々を射殺したり集団自決を強要したりしました。人々はも

うどこへも逃げ場がありません。 

「生きる」ことの意味をサンシンにのせて唄う人々と、戦争の悲惨さ

が鮮明に描かれた映画でした。 
 

「かんからさんしん」をみて     ６年 柴田  悠斗 
 

ぼくは「かんからさんしん」をみて、戦争はいけないことだと、さらに思いました。沖

縄戦で、たくさんの人が亡くなって、悲しかったです。でも、その亡くなった人の家族や

友人などが、もっともっと悲しい思いをしているんだなと考えました。 

沖縄戦が始まって 3 ヵ月の間、あのような暮らしをしていて、うえて亡くなった人も多

そうで、たくさんの人が亡くなっているから、戦争はやってはいけないというおもいが一

層強まりました。 

日本は 76 年間、戦争をしていないから、永遠に続いてほしいと思いました。さらに、

全世界もずっと平和であってほしいです。この 2 つの願いがかなうといいなと思います。 
 

◆ 樹木の剪定作業および除草作業、ありがとうございました！！ 

５月 23 日は、休日にもかかわらず、早

朝より選定作業および除草作業をしてい

ただき、ありがとうございました。中には、

開始時間の前から作業に取り掛かってい

ただいた方もいらっしゃいました。皆様の

ご厚意に心から感謝申し上げます。おかげ

さまで、校庭の庭木や運動場もすっきりと

なり、学校が明るくなったように感じます。今後とも、本校の教育推進に、お力添えくださるようお願いいたします。 
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◆ 今年もソーシャルスキル・トレーニングをがんばっています！！ 

今年度も、昨年に引き続き、良好な人間関係を築くために必要な技能を身に付けたり、自分のことや友達のことを理

解したりするための学習（ソーシャルスキル・トレーニング）を全学年で実施しています。 

5 月下旬から「あいさつ名人になろう」と「自分のことを分かりやすく伝えよう」の学習を朝の時間を使って行って

います。「あいさつ」と「分かりやすく伝える」のポイントは、下記の通りです。 
 

あいさつ 4つのポイント 

① 立ち止まって                    

② 相手を見て                     

③ 先に                        

④ 明るく元気に 

分かりやすく伝える３つのポイント 

① はっきり聞こえる声で 

② みんなの顔を見て 

③ 笑顔で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆学習の振り返り（あいさつ） 

５年 松本 珠李 

とう校中、地いきの方がたに、立ち止まって、明るいあいさつができていないので、学習したことを覚えておき、

たくさんの人に、あいさつができるようにしたいです。 
 

☆学習の振り返り（分かりやすく伝える） 

2 年 川添 悠愛 

わたしは、えがおであまりはなせてなかったから、じこしょうかいがあったら、えがおではなしたいと思いました。 
 

 6 年 伊丹 莉子 

みんなと話すとき、はっきり話せなかったり、顔を見て話せなかったりしたので、意しきしてかんばりたいです。 

他のことも、大きな声で話せなかったりするので、気をつけたいです。 
 

◆ 1・2年生が芋苗植えを体験しました！！ 

６月 17 日（木）に１・２年生が芋苗植え体験をしました。昨日まで、

雨天で実施が危ぶまれましたが、この日は天候にも恵まれ、切木地区の

老人会の方々に手伝ってもらいながら貴重な経験をさせていただきま

した。子どもたちは一人につき、一畝分の芋苗をおじいさんやおばあさ

んに教えてもらいながら、植えました。最初は慣れない手つきでした

が、おじいさんやおばあさんの手伝いもあり、時間が経つにつれ上手に

植えることができるようになりました。 

体験後、子どもたちの感想交流では、「大きなお芋になってほしい」

「友達が上手に植えていた」「おいしいお芋に育ってほしい」等が出されました。子どもたちの感想をおじいさんやおば

あさんは、笑顔で聞いてくださり、とても心温まる芋苗植え体験でした。老人会の皆様、ありがとうございました。 


